
田村ひろゆきの
議会トーク!



■田村ひろゆきの自己紹介

1978年7月生まれ 43歳

2018年12月の選挙で初当選

「徹底した情報公開」

「子ども・若者の声を届ける」

などを基本姿勢として掲げる

ＳＮＳで日々情報発信中！



◇西東京市の新型コロナウイルス感染状況

◇３回目ワクチン接種、小児への接種始まる

◇市立小中学校、全学年オンライン授業へ

◇子育て世帯、住民税非課税世帯に給付金

◇市HP、市議会HPリニューアル

◇一般質問の内容から～西東京市の魅力、キャッシュレ
ス決済ポイント還元事業、防災行政無線戸別受信機～

◇12月議会で決まったこと

◇またまた!? 委員会ストップ 「議題内」か「議題外」か

◇年末は市議会議員選挙です



■西東京市の新型コロナウイルス感染状況

出典：西東京市ＨＰ

1月21日に
過去最多117名

1月中旬以降
に急増



■3回目のワクチン接種、小児へのワクチン接種開始

■3回目接種

接種間隔 2回目接種日から原則8カ月以上としていたが…

国からの通知により「前倒し」対応

現在、段階的に接種券の発送を行っている

令和3年6月21日から7月10日に2回目接種を完了した18歳以上の
方⇒1月25日（火）に接種券発送 ※これ以降は調整中

■小児(5歳から11歳)への接種

対象人口 12315人 約7割8620人程度の接種を見込む

接種開始 令和4年3月予定



■市立小中学校、全学年オンライン授業へ

当初は中学3年生のみ、1月19日から

⇒小学校1年生も含め全学年への拡大決定(1月25日から)

1月28日までの予定としているが、感染状況次第で延長

○家庭で学習するのが難しい児童・生徒は「預かり」

○感染拡大を踏まえ今回は給食提供なし

「預かり」の登校
小：17～18% 中：2%

給食登校率：6～9割

前回9月は・・・



■子育て世帯、住民税非課税世帯に給付金

■子育て世帯臨時特別給付金

現金＋クーポン？などと言われていたが結局現金一括給付

公務員の方、高校生世代のみ養育世帯の方は要申請

所得制限により約２割は対象外に⇒どうする？

■住民税非課税世帯等臨時特別給付金

①住民税非課税世帯 ②家計急変世帯が対象

対象世帯は約25300世帯(市内の約４分の１)

①には1/31に市から確認書を送付 ②は要申請



■市ホームページ・市議会ホームページリニューアル

市議会ホームページは広報委員会の部会メンバーで作成

西東京市公式ライン（LINE）の運用も開始

キッズページ、
議会だよりに
直接リンク

議会カレンダー
に日程掲載



■１２月議会の質問から

今回の質問は以下の５点 全文は田村ひろゆきのＨＰに

①西東京市の魅力について

②「子どもがど真ん中」を全庁的取り組みに

③市内消費喚起事業について

④防災対策について
（1）防災行政無線戸別受信機

（2）避難所開設訓練

⑤オンライン授業について



■１２月議会の質問から

①西東京市の魅力について

•質問：市長が考える西東京市の魅力とは。

•答弁：都心へのアクセスがよく、緑が豊かで安らげる
住環境が広がり、買い物なども便利で、心安らぐ暮ら
しやすいところ。子どもの笑顔、笑い声が聞こえてくる
ような、子どもがど真ん中のまちを作りたい。



■１２月議会の質問から

②「子どもがど真ん中」を全庁的取り組みに

•質問：「子どもがど真ん中のまちづくり」を掲げるのであ
れば、あらゆる部署が「○○課×子どもがど真ん中」
の発想を持ち、子どもをど真ん中に置いた視点で、自
分たちには何ができるのかを問い直すことが必要だ。

•答弁：庁内全部署が、次世代を担う子どもや若者に寄
り添った政策を考え、展開し、次の10年、20年、さらに
その先を見据えた行政運営を継続していく必要がある。



■１２月議会の質問から

質問の背景

西東京市の人口推移

2020年7月までは増加傾向

それ以降は、増減しつつ

全体的には減少傾向

「子育て中の現役世代が増えれば、
税収・地域活動の担い手の点でも結
果的に高齢者を支える存在になる」



■１２月議会の質問から

③市内消費喚起事業について

(1)プレミアム応援券事業

•質問：お食事券の2次販売、17,500冊の販売結果は。

•答弁： 3,189人・7,917冊の販売決定に至った。

•意見： 1人4冊までと大盤振る舞いしても売れ残った。

•質問：事業の評価は。

•答弁：買物券と食事券を合わせた全体で、プレミアム
に係る予算分の執行率が8割を超える見込み。市内
経済の回復に貢献していると考える。



■１２月議会の質問から

③市内消費喚起事業について

(2)キャッシュレス決済ポイント還元事業

•質問：第2弾実施が発表された。決済
総取引額だけでは効果測定として疑
問。現金・カードの決済がキャッシュレ
スになっただけでは新たな需要が生み
出されたとは言えない。実施前後で来
店客数や売り上げが上がったかなど
調査すべきではないか。

•答弁：今後参考とさせていただきたい。



■１２月議会の質問から

④防災対策について

(1)防災行政無線戸別受信機

•質問：決算特別委員会で、8月末時点で40台しか設置
が進んでいないことが明らかになった。最新の状況と
今後のスケジュールは。

•答弁：直接訪問して配布する方法から、避難行動要支
援者及び災害時要援護者に登録されている方へ案内
文と申請書を郵送し希望される方からの申請を受け、
その方のご自宅に配布する方法へ見直した。数回に分
け年度内に約10,000通の発送をする予定。



■１２月議会の質問から

④防災対策について

(2)避難所開設訓練

•質問：11月7日に田無二中で実施。混
乱も見られたが評価は。

•答弁：特にシナリオなどを設定せずに
実施したため、避難者役の訓練参加
者が戸惑う状況となったが、これは実
災害の際にも起こりうる状況。あえて
その様な状況を再現し、訓練参加者に
もいろいろな気づきがあったと考える。



■１２月議会の質問から

⑤オンライン授業について

•質問：理解度、学力に差は生じなかったか。

•答弁：当初は集中の持続や授業についていくのが難し
い等課題があったが、給食登校での個別対応や双方向
性をもった授業展開の工夫など
を進めた。

•質問：視力低下への影響は。

•答弁：正しい姿勢や画面を見る
時間などの適切な環境づくりを
進める。



■１２月議会の質問から

⑤オンライン授業について

•質問：登下校の安全管理は。

•答弁：給食登校で登下校の時間帯が変更されたので、
交通擁護員の配置時間帯も変更した。

•質問：給食選択制によるフードロス
はなかったか。

•答弁：途中から出欠アンケートを取る
など、事前に調理数を減らす対応も
したが、突然登校しないケースもあり
一定のロスが出た。



■１２月議会の質問から

⑤オンライン授業について

•質問：今後の運用は。台風やインフ
ルエンザ等でも実施するか。

•答弁：学びを止めないという観点か
ら学校の危機管理としてオンライン
授業という選択肢を持ちながらも、
新型コロナ以外の学年閉鎖や学級
閉鎖における実施の判断は、今後も
校長会と連携しながら慎重に検討を
していく。



■１２月議会で決まったこと

西東京市の国民健康保険料『均等割』半減対象を中学3年生まで
広げることを求める陳情

賛成 １２
共産4、立憲2、ネット2、

無所属4(小峰、森て、納田、田村)

反対 １４
自民9、公明5

市の国保財政は厳しく対応は困
難。市長会等で国や都に支援を
要望する。

⇒賛成少数で不採択

かかる費用はおおよそ3300万

円。子どもがど真ん中を掲げる
市長の勇断で実施すべき。



■またまた!? 委員会ストップ 「議題内」か「議題外」か

• 12月議会の予算特別委員会で、私の発言内容に関して「議題に関係ない
意見だ」との指摘が自民党会派の議員から出て、丸一日委員会がストップ。

•私の発言は、財政調整基金(市の貯金)についての質疑の中で、「子育て
世帯への給付を仮に現金一括給付とした場合、(後に国から財源が来ると
しても)残高の16億がほぼなくなってしまう。国の方針変更が自治体を混乱
させている」という趣旨のもの。

•会議規則には「議題外の発言をしてはならない」との規定があるが、財政
調整基金残高を見据えながら目下の課題である給付金についてどう考え
るかは、十分に関係のある内容と考えた。

•各会派との調整の結果、「発言の中に議題にない内容が含まれていたよ
うに認識する。今後は議案の範囲内で審査してほしい」という結論になり、
質疑再開となったが、「議題外」を厳格に運用しすぎると、自由闊達な議論
を制約することにもなりかねない。



■年末は市議会議員選挙です

西東京市議会 定数２８（欠員１）

自民１０ 公明５ 計１５

⇒いわゆる市長「与党」

共産４ 立憲２ ネット２

無所属３(森て・納田・田村) 計１１

⇒いわゆる市長「野党」

※他に無所属１(小峰)

その他の勢力は？ 維新、国民+都民ファ、れいわ など

市議会議員選挙投票日はおそらく１２月２５日(日)



議会トーク!
これからも続けていきます


